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１．炭化とは

酸素を制限し汚泥をむし焼き状態に。
→炭素に富み細孔構造の炭化物が生成＝炭化
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１．炭化とは---他処理との比較

炭化製品は幅広い有効利用用途が存在
また、乾燥と焼却の中間の減容化率

処理方法 発酵 乾燥 炭化 焼却

反応温度
（℃）

65 160 300～800 900

生成物 コンポスト 乾燥物 炭化製品 焼却灰

有効利用 堆肥 右図参照
レンガ、

セメント原料

新しい用途として、CO2の固定という考え方



どのくらいCO2を固定できるのか？
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温室効果ガス削減効果

下水汚泥エネルギー化技術 ガイドライン（平成29年度版）

・ 施設規模＝脱水汚泥量÷稼働率80％ ×100

（１） CASE1-0 焼却（高温焼却）の場合 5236 t-CO2/年

46t/日で稼働率が80％なので、390 kg-CO2/t
（２） CASE1-1 中温炭化の場合 2906 t-CO2/年

46t/日で稼働率が80％なので、216 kg-CO2/t

（３） CASE1-2 低温炭化の場合 1808 t-CO2/年

32t/日で稼働率が80％なので、193 kg-CO2/t

炭化物を土に戻す場合

46 汚泥-t/日 x 0.2有機物% x 365日×80稼働率％＝2686 t-CO2/年 を吸収
46t/日で稼働率が80％なので、13432 t-汚泥/年を処理=200 kg-CO2/t を吸収

32汚泥-t/日 x 0.2有機物% x 365日×80稼働率％＝1868 t-CO2/年 を吸収
32t/日で稼働率が80％なので、9344 t-汚泥/年を処理=200 kg-CO2/t を吸収

炭化物を土に戻す場合
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50t/日の施設とすると（1施設あたりの削減量）
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炭化することで、消費したエネルギー量を固定・削減できる！
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30％処理場への導入効果（日本全体を見て）

3～30t／日の中小規模（平均20t／日）の国内下水処理場600ヵ所のうち、200ヵ所に炭化
設備を導入した場合 ＝＞4000 ｔ/日

中温炭化設備の場合 18,688 t-CO2/年

低温炭化設備の場合 -8,176 t-CO2/年

焼却設備の場合 455,520 t-CO2/年

43万 t-CO2/年の削減効果

46万 t-CO2/年の削減効果
0.8 万トンの吸収！

焼却施設比

汚泥埋立処分の場合、400万 t-CO2/年なので、さらに削減効果が大きい



9

Confidential
超高温炭化

約1100℃でむし焼きにすることで、活性炭
に近い性質になり、脱臭剤などの代替材に。

処理方法 超高温炭化

反応温度
（℃）

1000℃以上

生成物 炭化製品

有効利用 右図参照

高温炭化（800℃）より細孔構造が発達し、物理吸着性能ｕｐ
（比表面積が10～90 m2/g から 300 m2/gに）

脱臭剤として硫化水素吸着能力が、市販活性炭相当（以上）に
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２．超高温炭化設備について

平成30年、令和元年のＢ－ＤＡＳＨ・ＦＳ調査
にて超高温炭化設備を開発

適用範囲：中小規模下水処理場（脱水汚泥3wet-ton／日～30wet-ton／日）
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３．超高温炭化炉の特長

超高温炭化炉は超高温に耐え得る
セラミックキルン・2段キルン構造などの特徴
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４．ＧＨＧの観点から見た超高温炭化炉の特長その１

超高温炭化炉のＧＨＧ特長

①多段燃焼により焼却炉と
比べ亜酸化窒素量が少ない

②高温炭化と比べ、超高温炭化
は亜酸化窒素量が少ない

超高温炭化設備は、以下の特徴から
低ＧＨＧの特長

1段目キルン（SUS310S）
（乾留ｶﾞｽ噴出管付
外熱室ﾛｰﾀﾘｰｷﾙﾝ）

炭化物
の流れ

外熱室 700-800℃

乾燥汚泥

セラミック
キルン室

①外熱室→セラミックキルン室
→排ガス処理室と１炉内で多段燃焼

③超高温炭化製品
（固定化） ２段目キルン

（セラミックス）

排ガス処理室

②1000℃を超えるセラミックキルン室
温度にて亜酸化窒素低減

③超高温炭化製品に含まれるＣ
固定化により、焼却炉と比べ
CO2排出量低減に貢献
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４．ＧＨＧの観点から見た超高温炭化炉の特長その２：有効活用

超高温炭化製品が、活性炭の代替材として
利用されることにより、カーボンニュートラル

の実現が可能
国内処理場

活性炭使用量
製造時の

CO2排出量

石炭由来 約1万ton（炭)／年 約26t-CO2／活性炭ton

ヤシ殻由来 約5万ton（炭)／年 約4t-CO2／活性炭ton

製造時の
CO2排出量

超高温
炭化製品

約5t-CO2／活性

炭代替材ton

上記約6万t炭／年から生成されるGHG量は 約50万t-CO2／年。 左記約6万t炭／年相当を置き換える
ための超高温炭化設備を導入する下水
処理場数は200ヵ所。その200ヵ所から
生成されるGHG量は約29万t-CO2／年。

－

＝
超高温炭化製品を活性炭に代替すると、 50万ー29万＝21 万ｔ-CO2／年のＧＨＧ削減
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５．ＧＨＧ試算例（焼却との比較）

焼却炉と比べた場合でも
顕著なＧＨＧ削減効果が見込める

3～30t／日の中小規模（平均20t／日）の国内下水処理場600ヵ所のうち、200ヵ所に炭化
設備を導入した場合 ＝＞4000 ｔ/日

汚泥埋立処分の場合、400万 t-CO2/年なので、さらに削減効果が大きい

中温炭化設備の場合 18,688 t-CO2/年

低温炭化設備の場合 -8,176 t-CO2/年

焼却設備の場合 455,520 t-CO2/年

43万 t-CO2/年の削減効果

46万 t-CO2/年の削減効果

焼却施設比

超高温炭化設備の場合 58,000 t-CO2/年 39万 t-CO2/年の削減効果

高温炭化設備の場合 188,800 t-CO2/年 26万 t-CO2/年の削減効果

超高温炭化物を活性炭として利用した場合には・・・

さらに21万t-CO2/年の削減効果が上乗せされるため、 60万t-CO2/年の削減効果あり


